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① 西郷中町町内会連合会 子供防災町内巡回 1 

② 岬町区 向う三軒両隣事業 2 

③ 有木ほたる村 冬のほたる（イルミネーション点灯） 3 

④ 布施イルミネーション実行委員会 布施イルミネーション＆点灯式 4 

⑤ 山田どっこい会 地域ふれあい推進事業 5 

⑥ 南方自治会 南方区防災計画 6 

⑦ 青年学級交流会 青年学級交流事業 7 

⑧ 島根県断酒新生会 隠岐支部 酒害者支援・予防事業 8 

⑨ 隠岐地区里母のつどい 勉強会・交流会 9 

⑩ 緩和ケアサロン隠岐たんぽぽ がん体験者とその家族の交流 10 

 
⑪ わかさ（新規） わかさで地域を彩ろう 11 

 
⑫ ☆Dekita☆（新規） 学習支援を通じた居場所づくり 12 

交流づくり助成 13 

ふれあいサロン助成 14 

 社会福祉協議会助成 15 

 

※報告書内 自己評価・・・事業を実施した団体の自己評価 

【目標以上の成果 ／ 目標どおりの成果 ／ 目標どおりの成果を得られなかった】

 

 

 

 



助成区分 安心づくり助成

団体名 西郷中町町内会連合会 事業名

▲防災活動の様子

助成額

50,000円

延べ参加者数

21名

自己評価

目標どおりの成果

実施してよ
かった点
や課題点

子供防災町内巡回

実施内容

4年ぶりに従来のやり方に戻して実施することができ、子
どもと大人の協力関係ばかりでなく、地域のあらゆる世代
との交流が育まれました。共同募金に協力いただき、あり
がとうございました。

地域の子ども達と大人のつながりと防災意識の向上に寄与
しました。

ありがとう
メッセージ

実施期間：令和5年8月20日
場所：中町地区内
対象者：中町地区内小中学生、自治会役員、民生委員
内容：
中町町内の子ども達が「災害用心、火の用心」と声をかけて対象地域を一軒一軒
訪問。
訪問活動の前には参加者全員で非常用のカレーライスなどを食べてコミュニケー
ションを図った。

▲購入した子ども用ヘルメット
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助成区分 安心づくり助成

団体名 岬町区 事業名

助成額

50,000円

延べ参加者数

約500名

自己評価

目標どおりの成果

実施してよ
かった点
や課題点

実施内容

向う三軒両隣事業

岬町区は比較的若い世代の転入者も多く、子どもも多い地
区である。「向う三軒両隣」のテーマを実行する。
ためには、楽しい交流の場を創造するための活動や区民同
士が気軽につながり合う活動が必要であるが、有効な手段
を模索したい。

実施期間：令和5年4月～令和6年3月
場所：岬町区内
対象者：岬町区民
内容：
①声掛け運動の実施
評議員や小組長は、独居高齢者や高齢者世帯の生活状態や健康状態、通院状況、
介護施設入居状況などの声掛け運動を実施した。
②地区美化活動
区内の美化活動（草刈り）を行うことで、皆が顔を合わせ親睦を深めている。年
5回の作業に毎回100名程度の参加者があり、休憩中のお茶のみで区内の話題が沸
騰した。
昨年に引き続き「みんなの作業所」より草刈りの協力申込があり、数百メーター
にわたりアジサイ選定を実施していただいた。
③「広報みさき」の発行
20年続けてきた広報誌の発行だが、80号（5月発行）を以て最終号とした。
④区の年間行事の実施
伝統行事である盆踊り、運動会を絶やさぬよう実施することができた。
なお、敬老会は感染症予防のため、記念品配布のみとした。来年度は全て実施し
たいと考えている。

▲みんなの作業所と活動する様子

毎年、助成を頂き多くの事業が続けられてきました。
有難うございます。

ありがとう
メッセージ
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助成区分 安心づくり助成

団体名 有木ほたる村 事業名

助成額

50,000円

延べ参加者数

48名

自己評価

目標どおりの成果

実施してよ
かった点
や課題点

ありがとう
メッセージ

実施内容

①地区全体が明るくなり、点灯する家の方もそれを見に来
てくださる方もが元気になりました。
②特に高齢者宅の方がこの時期の楽しみの一つになってき
ている。
③高齢者宅の方々と一緒に活動することで、見守り・声掛
け・生きがいづくりになっている。
④特に高齢者の方々が私も地域の中の一人と認識し、喜ん
で頂いている。

助成のおかげで当事業も継続することができ感謝しており
ます。継続することで、地区の年間行事の一つとなってき
ました。子どもから高齢者までが「楽しむ気持ち」を持ち
地域の元気に貢献しています。
助成をいただき、ありがとうございました。

冬のほたる（イルミネーション点灯）

実施期間：令和5年12月1日～令和6年1月6日
場所：有木地区内
対象者：有木地区住民
内容：
①イルミネーション装飾の協力依頼
有木地区住民に声掛け。
自宅・庭等にイルミネーションを飾ってもらう（56軒）
②見守り・声掛け
高齢者のみのお宅・独居の高齢者のお宅等に
イルミネーションの取り付け・片付けの手伝い（9軒）

▲高齢者の方とイルミネーションを設置 ▲作成したチラシ
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助成区分 安心づくり助成

団体名 布施イルミネーション実行委員会 事業名

助成額

50,000円

延べ参加者数

約90名

自己評価

目標どおりの成果

実施してよ
かった点
や課題点

本助成を活用させていただくようになって５年がたちまし
た。助成金のおかげで、これからを担う若い人たちも巻き
込み「地域に元気を届けたい」という想いで「どうせやる
なら隠岐で一番のイルミを！」目指して続けてきました。
まずはみんなで集まって何かをやり遂げる、そこから少し
ずつ芽生えるものを信じて１年１年積み重ねていきたいと
思います。本当にありがとうございます。

実施内容

布施イルミネーション＆点灯式

▲飾りつけの様子

ありがとう
メッセージ

①地域だけでなく町内で楽しみにしてくれる人が増えてき
ているので、メンバーのモチベーションにもなる。
②参加してくれるボランティアに昼食の炊き出しを行うな
ど工夫しているが、寒い中での設置作業は重労働であり、
人材集めに苦労している。
③ボランティアの人数に応じた事業規模を検討するなど、
今後も課題がある。
④地域の人たちで作り上げた点灯式も、布施らしい温かい
雰囲気で参加者にも喜ばれている。ぜひ今後も続けていき
たい。
⑤点灯式は夜開催のため高齢者は参加しにくい事が気に
なっていたが、「期間中都合の良いときに見に行く、楽し
みにしている」との声を聞き、大変嬉しい。

実施期間：令和5年12月9日～令和6年1月7日
場所：布施公民館及び布施町民運動場
対象者：町民どなたでも
内容：
①イベント周知・イルミ準備（11月中旬から12月上旬）
ポスター、回覧等で告知、ハンドベル隊練習開始、イルミ発注
②点灯式（12月9日）
【点灯式準備】大人／イルミ設置、最終チェック
子ども（放課後子ども教室の活動）／イルミ飾りつけ等
【点灯式】
クッキー等配布、イルミ一斉点灯、有志によるミニコンサート（ピアノ、ハンド
ベル、子どもたちと合唱）、記念撮影
イルミネーションは1月6日まで点灯。（クリスマス、大晦日、元旦は朝まで）
③撤去・片付け（1月7日）

▲点灯式（ミニコンサート）の様子
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助成区分 安心づくり助成

団体名 山田どっこい会 事業名

助成額

50,000円

延べ参加者数

112名

自己評価

目標どおりの成果

実施してよ
かった点
や課題点

▲誕生月の花束プレゼント活動 ▲郷土発見事業

地域ふれあい推進事業

実施内容

ありがとう
メッセージ

共同募金にご協力いただいた皆様方のおかげで、今年度も
事業を行うことができました。心より感謝申し上げます。

本年度は計画通りに事業を実施することができ、多くの地
区の皆さん方が事業に参加し楽しまれました。

実施期間：令和5年4月～令和6年3月
場所：山田地区内等
対象者：山田地区住民
内容：
①毎月誕生日を迎える高齢者及び高校生までの子どもたちに、どっこい会会長と
区長が自宅訪問をし、メッセージカードを添え、お祝いの花束を贈る活動を行っ
た。
②亥の子祭、敬老会を70歳以上の方を対象に11月初旬に開催し、手作り料理と工
夫を凝らした演芸でもてなした。
③子どもからお年寄りまでの異世代交流として8月に夏まつりを行った。
④女性陣による味噌づくり教室を行った。
⑤郷土発見事業として11月にジオパーク巡りを行った。
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助成区分 安心づくり助成

団体名 南方自治会 事業名

助成額

50,000円

延べ参加者数

13名

自己評価

目標通りの成果を得
られなかった。

実施してよ
かった点
や課題点

実施期間：令和5年4月～令和6年3月
場所：南方集落センター及び堅磐神社
対象者：自治会役員及び南方消防班
内容：
8月に当助成金にて購入した水嚢のシミュレーションを行い、災害時の対応を迅
速に出来るように訓練を行った。

▲購入した水嚢の使用シュミレーション

実施内容

水を含んでから実際に使えるようになるまでの把握と
災害時にどれだけの水量が必要かの目途を立てることがで
きた。
今後は数量を増やしていくことで、災害時に役立てるよう
にしていきたい。

ありがとう
メッセージ

災害時における備蓄が出来たことに対し自治会として感謝
しております。毎年のように起こりえる災害に対し、最小
限の被害に抑えるべく今後も勉強しながら対策を考え、行
動していきたいと思います。ありがとうございました。

南方区防災計画
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助成区分 安心づくり助成

団体名 青年学級交流会 事業名

助成額

50,000円

延べ参加者数

51名

自己評価

目標通りの成果を得
られなかった。

実施してよ
かった点
や課題点

今年度、開催予定としていたときに感染症の流行に見舞わ
れ、計画していた活動を実施することはできませんでした
が、代替えイベントとしてビンゴゲームを行い、有意義な
時間を過ごすことができました。共同募金にご協力いただ
いた皆様のおかげです。ありがとうございました。

青年学級交流事業

代替えイベントとしてビンゴゲームを実施することになり
ましたが、我々が想像しているより楽しんでいただけ、や
はり障がいがある方にとって余暇活動というのは喜び、気
分転換、コミュニケーションの向上に繋がっていくと実感
し、継続すべき活動だと再認識しました。

実施期間：令和6年3月23日
場所：みんなの作業所
内容：
当初開催予定としていた9月はコロナウィルスの流行、延期した3月にはインフル
エンザの流行のため、今年度は交流会を中止とし各々の施設で代替イベントを実
施しました。3月23日（土）にビンゴゲームを行い、早々にリーチになったのに
ビンゴにならない方、トリプルリーチまできているのにビンゴにならない方な
ど、もどかしさを感じながら楽しんでいる様子が伺えました。そのあとには、島
根県就労事業振興センターの方が”福祉ショップゆめ”を取材されました。

ありがとう
メッセージ

実施内容

▲ビンゴゲームの様子
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助成区分 安心づくり助成

団体名 島根県断酒新生会　隠岐支部 事業名

▲例会の様子

助成額

50,000円

延べ参加者数

179名

自己評価

目標以上の成果

実施してよ
かった点
や課題点

①会員1名、オブザーバー2名が1年間完全断酒することが
できました。
②太陽での会は参加者が多く、支援者の方の情報交換の場
にもなっている。
③オブサーバー1名の方が会員になられました。

▲プランターへの花植え

県内の会も1泊研修会、1日研修会、山陰断酒学校、中国ブ
ロック大会もできるようになりました。いただいたお金で
例会場の利用料金等活動に使わせていただきました。あり
がとうございます。今後も地道な活動をしていきます。

実施内容

ありがとう
メッセージ

実施期間：令和5年4月～令和6年3月
場所：文化会館・役場五箇支所・太陽・都万中里集会所等
内容：
①断酒例会
　開催月5回×12カ月、年間59回実施（1回大雪にて中止）
　参加者：保健所保健師、役場保健師、社協職員、民生委員、島根大学学生、県
立大学学生、施設職員、施設通所者、断酒会員、家族等。
②酒害相談
　主催：保健所
　参加者：島後地区にて1名家族の相談あり。
③「アルコール・タバコ部会」
　主催：保健所
④「アルコール健康障害対策連絡会」
　主催：保健所
　隠岐病院で実施。社協職員の方の講演・グループ討議等が行われました。
⑤社会貢献活動
　中里集会所に年2回花をプランターに植えました。
⑥研修会等参加
　4月中国ブロック大会（島根太田市）、5月県家族会（平田市）、6月1日研修
（邑南町）、7月四国ブロック（徳島県）、酒・タバコ部会（隠岐合庁）、9月山
陰断酒学校（出雲市斐川町）2泊3日、10月1日研修（玉湯町）、家族会（宍道
町）、11月断酒セミナー（山口県）、2月1泊研修（江津）、酒・タバコ部会（隠
岐合庁）
⑦調理実習を通じた生活機能訓練
　参加者：高齢者共同住宅、グループホーム生活、独居。
⑧屋外例会
　都万地区田中さん宅（昨年まで民生委員）のバラ園に行き、きれいな花を見な
がら例会をして穏やかな時間を過ごしました。

酒害者支援・予防事業
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助成区分 安心づくり助成

団体名 隠岐地区里母のつどい 事業名

▲ミニお話し会の様子

助成額

50,000円

延べ参加者数

27名

自己評価

目標どおりの成果

実施してよ
かった点
や課題点

実施期間：令和5年4月～令和6年3月
内容：
①交流会
時期：8月19日（土）
場所：ホテル海音里
対象：会員の里親家庭及び会員でない里親家庭（里親とその里子）
参加者：16名
内容：講師に島根県里親会（松江地区）の会長を招き、みんなで調理や食事、花
火を楽しみながら交流を図った。一人ひとりが役割を持ち、活動に参加すること
ができた。
②ミニお話会
時期：8月20日（日）
場所：京美屋分店（風待ちoffice）
対象：会員の里親家庭及び会員でない里親家庭（里親とその里子）
参加者：11名
内容：子どもの身体、こころ、里親として必要な知識を身に着ける。アットホー
ムな雰囲気のなかで、様々な悩みや不安について情報交換を図ることができた。
当日は町議、民生委員、島前地区の里親関係者等の参加もあった。
③情報交換（随時）
日頃から里親制度に関する各種機関紙等、会員等と情報共有を図る。
普段から子育てに関して気になっていることや疑問に思っていること等、話し
合っている。適宜児童相談所職員に相談している。

▲交流会の様子

勉強会・交流会

実施内容

子ども達の年齢層が中高校生となり、成長に合わせた大人
や同年代との交流内容の企画ができ良かった。
児童相談所職員と連携しつつ、今年度は他機関の方々の参
加もあり、啓発につなげることができた。引き続き里親制
度の周知や会員を募集に努めていきたい。

ありがとう
メッセージ

里親たちの心の拠りどころとなる会が開け、里子たちの良
い経験の場となったことに感謝申し上げます。
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助成区分 安心づくり助成

団体名 緩和ケアサロン隠岐たんぽぽ 事業名

助成額

50,000円

延べ参加者数

60名

自己評価

目標以上の成果

コロナ禍の中で、いつもと違う悩みを抱える人もあり、サ
ロンに参加し、前向きになれたとの感想もありました。

ありがとう
メッセージ

助成金もあり、充実した活動が実施できました。
共同募金にご協力いただいた皆様、本当にありがとうござ
いました。

がん体験者とその家族の交流

実施内容

実施してよ
かった点
や課題点

実施期間：令和5年4月1日～令和6年3月31日
場所：隠岐病院　講堂
対象者：
内容：毎月2回、1日と16日に二時間程度実施。がん患者としての悩み、その身内
を支える家族の苦悩等、交流してきました。医師にも参加していただき、勉強会
も実施、島前のサロンとの交流も実施しました。

▲サロンの様子
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助成区分 安心づくり助成

団体名 わかさ 事業名

助成額

50,000円

延べ参加者数

52名

自己評価

目標以上の成果

わかさで地域を彩ろう

会員8名は“若さを保とう”との気持ちで14年間活動を続
けています。今年度初めて助成金を頂き、地域の方にも呼
びかけました。
“高齢者と若者との集い”で何気ない会話や沢山の笑いや
喜びの声に接する機会があり、目的以上の成果に満足しま
した。

ありがとう
メッセージ

作品の展示を見てくださった来場者から「地区の団結力が
見えた」「お花のアート作品に癒された」との嬉しい言葉
が聞けました。絆が深まったのも助成金があったからこそ
だと思っています。小さな地区に大きな触れ合いと笑顔に
接する機会を頂き感謝です。

実施内容

実施してよ
かった点
や課題点

切り絵壁飾り作成
9月：地域の皆さんと会員で手芸を通じ交流を深めた
10月～11月：高齢者宅3軒に会員と若者数名で訪問し手芸を通し交流した。
フラワーアレンジメント教室
11月：地域の皆さんと会員でフラワーアレンジメントを開催
12月：作品を地区の文化祭に出展、会員の反省会を行い親睦会で交流を深め来年
の計画を話し合う
1月～3月：布施郵便局に壁飾りを出品

▲地域の方とのフラワー
アレンジメント教室

▲高齢者宅に出向いての
壁飾り作り

- 11 -



助成区分 安心づくり助成

団体名 ☆Dekita☆ 事業名

助成額

50,000円

延べ参加者数

76名

自己評価

目標どおりの成果

ありがとう
メッセージ

学習支援を通じた居場所づくり

実施内容

幼児から中学生までさまざまな子どもたちと触れ合い、学
習支援や遊びを通した体験を共にでき、笑顔がたくさん生
まれてよかった。今年はコロナウイルス感染症のみなら
ず、さまざまな流行性の病が蔓延し、予定していた会を開
催できないこともあり残念であった。今後は開催時期につ
いても状況をみながら検討する必要があると感じた。

実施期間：令和5年4月～令和6年3月
場所：隠岐島文化会館
対象者：町内の子どもや保護者
内容：
英語を使った言語活動やゲームなどを通し、大人と子どもが集える時間や空間の
提供や学習支援を実施
①5月、9月、12月、2月：中学生への学習支援
（期末試験／英検／高校入試等）
②10月、12月、3月：幼児と保護者の親子活動体験
（ハロウィン／クリスマス／ひなまつり）
③12月：小学生への学習体験（クリスマス）

▲学習支援の様子

この度はご支援をいただきありがとうございました。未就
学児から学生や保護者など、さまざまな世代の町民が安心
して遊んだり、学んだりできる空間づくりや場所の提供を
目指して活動しています。ご支援のお陰でみんなが楽しん
で活動することができました。これからも地域の子供たち
が安心して集える＆学べる場を提供できるよう活動を続け
ていきます。ありがとうございました。

▲ハロウィンイベントの
チラシ

実施してよ
かった点
や課題点
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助成区分 交流づくり助成

助成額

722,000円

延べ参加者数

助成団体からのありがとうメッセージ（抜粋）高齢者の楽
しみである敬老祝賀会を今年は4年ぶりに開催し、出席者
も41名と多く大変盛り上がりました。都合により欠席され
た方々に対しては記念品を贈呈しました。毎年、共同募金
からの助成があり感謝しております。

ありがとう
メッセージ

評価

23団体/1,156名

▲浜那久区（記念品の配布）

実施内容

感染症の予防として敬老会を中止し、弁当折りや記念品等
の配布に切り替えた団体もあったが、規制緩和を受けて敬
老会を開催する団体も多かった。

【実施団体】
23団体（自治会区：19団体、公民館分館：4団体）

【活動内容】
申請事業を実施：13団体
　敬老会：11
　異世代交流：1
　手作り料理の配食活動：1

代替事業を実施：10団体

▲港町自治会（敬老会）
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助成区分 ふれあいサロン助成

助成額

1,140,000円

延べ助成数

評価
多くのサロン団体が集合型での活動を行うことができた。
年を重ね、運転免許証を返納する代表者や世話人がいるサ
ロンが見受けられ、今後の活動が心配される。

38団体/6,049名
ありがとう
メッセージ

助成団体からのありがとうメッセージ（抜粋）
助成金をサロンの関係や認知予防などに使わせてもらいま
した。これからも地域で楽しみたいと思います。ありがと
うございました。

実施内容

【実施団体】
38団体
【活動内容】
①年間活動回数：543回
②各サロンによって毎月実施する活動は様々
主な内容は、茶話会や会食、健康体操、バスハイク、手芸、各種講座等

▲西郷中町町内会連合会
（目貫きサロン縁）

▲大久区
（サロンしののめ）
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助成区分 社会福祉協議会助成

助成額

実施内容

評価

救急医療情報シートの形状の変更に伴い、自治会・民生委
員等に改めて事業を啓発することができた。また、未設置
地区を含めて多くの地区にシートの申請をいただき、一層
普及につなげることができた。広報誌等による情報提供と
して、社協通信、くらしのべんり帳を通じて必要な情報を
届けることができた。サロンのつどいでは住民一人ひとり
が認知症予防の理解を深めるとともに、地域間のつながり
づくりの充実を図ることができた。

ありがとう
メッセージ

皆様から頂いた募金を有効に活用されていただき、住みよ
い地域づくりを推進することが出来ました。ありがとうご
ざいました。

474,485円

①救急医療シート普及・啓発
　シートをより活用しやすい形状に変更し、約90自治会と約60民生委員に協力を
依頼した。19地区152名の申請があり、内4地区が新規での設置となった。
②広報誌等による暮らしに役立つ情報提供
　（1）社協通信の発行・配布
　町内の福祉情報を掲載した「社協通信（全8ページ構成）」を年6回発行し、全
戸配布にて住民にお届けした。
　（2）くらしのべんり帳の配布
　生活支援コーディネーター発行の誰でも使える暮らしに役立つサービスを掲載
した「くらしのべんり帳」を高齢者を中心に随時必要な方へ配布した。
③サロンのつどいの開催
　令和6年3月11日（月）　認知症をテーマとした講話及び詐欺被害防止の情報提
供を行い、15団体、60人が参加した。

▲救急医療情報シート
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